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和 11 月 16 日 

 

 報 道 機 関 各 位 

 

青森県農林水産部林政課長 

 公 印 省 略  

 

 

和 度 ロ ン等活用 進研修会 第 回 い  

 

 こ こ い 記 開催します し く さ う 願いします  

 当日 さ 場合 新型コロ ウ ルス感染症拡大防止 観点 マス

着用を 願いします  

 

 

記 

 

 開催趣  

人工林 伐採期を迎え 中 森林情報 立木 地形情報等 森林 林業施策 基礎

あ 本県 い 期 森林調査 効率 省力 を図 いく必要

あ こ 先端技術を活用し スマ 林業 入契機 す ロ ン等

活用 進研修会を開催す あ  

 

 開催日時 場所 

津軽地区 

 日 時 

和 11 月 18 日 木  10：30～16：00 

 場 所  

午前 部 地方独立行政法人青森県産業技術センタ 林業研究所 

      森林学習展示館 階学習室 

        東津軽郡 内 大字 湊字新道 46-56 TE１ 017-755-3257  

午後 部 青森県東津軽郡 内 夜越山森林公園スキ 場 

        東津軽郡 内 大字浜子字堀替 36-  TE１ 017-755-2663  

 

 

 

 

 



南部地区 

 日 時 

和 11 月 19 日 金  10：30～16：00 

 

 場 所  

午前 部 青森県営農大学校 階視聴覚室 

        郡七戸 大沢 48-８ TE１ 0176-62-3111  

午後 部 青森県営農大学校 

      採草地 － ン コ ン － 採草地 

        郡七戸 大沢 48-８ TE１ 0176-62-3111  

 

 研修講師 

  国土防災技術株式会社 

 

 研修内容 

ロ ン 法規制 操作方法 活用事例等 講義 午前  

ロ ン 自動航行体験 午後  

次世 Ｇ ＳＳ 信機実演 午後  

 

 研修対象者 人数 

研修対象者 

森林組合 林業事業体 市 林業担当者等 

人数 

   各地区 名程度 

 

 

 

 

 

 

 

 

報道機関用提供資料 

担 当 課 

担 当 者 

農林水産部林政課 

森林計 ル プ Ｇ  山田 耕  

電話番  

直通 017-734-9509  

内線 4838 

報 道 監 農林水産部 次長 石澤 雅史 内線 4966  

 



令和 年度ドロ ン等活用促進研修会 第 回 開催要領 

 

 開催趣旨 

人工林 伐採期を迎え 中 森林情報 立木 地形情報等 森林 林業施策 基礎

あ 本県 い 早期 森林調査 効率 省力 を図 いく必要

あ  

 国 和 度 造林補助事業 い 既 測量図面 作業写真 替

え オ ソ 像を用い 申請を認 制度改 を行 い 対

応 先端技術を活用し スマ 林業 入契機 ン等

活用 進研修会を開催 あ  

   

 開催日時 場所 

津軽地区 

ア 日 時 

和 11 月 18 日 木  10：30～16：00 

イ 場 所  

午前 部 地方独立行政法人青森県産業技術セン 林業研究所 

      森林学習展示館 階学習室 

        東津軽郡 内 大 湊 新道 46-56 TE１ 017-755-3257  

午後 部 青森県東津軽郡 内 夜越山森林公園スキ 場 

        東津軽郡 内 大 浜子 堀替 36-  TE１ 017-755-2663  

南部地区 

ア 日 時 

和 11 月 19 日 金  10：30～16：00 

イ 場 所  

午前 部 青森県営農大学校 階視聴覚室 

        郡七戸 大沢 48-８ TE１ 0176-62-3111  

午後 部 青森県営農大学校 

      号採草地 号－ ン コ ン 号－ 採草地 

        郡七戸 大沢 48-８ TE１ 0176-62-3111  

 

 主催者 

青森県農林水産部林政課 

 

 研修対象者 募集人数 

研修対象者 

森林組合 林業事業体 市 村林業担当者等 

募集人数 

   各地区 名程度 

   ※応募者多数 場合 先着順  

別紙 



 参 加 費 

    無料 

 

 開催内容 津軽地区 南部地区共通  

開会 

主催者挨拶 

ン 法規制 操作方法 活用事例等 い 室内  

ン 自動航行等 い 現地 ※  

次世 Ｇ ＳＳ受信機 い 現地 ※  

閉会 

※  講師指 参加者 ン自動航行を体験  

※  次世 Ｇ ＳＳ受信機を使用し 計測 説明 実演  

 

 留意事項 

今 度第 回目 研修 ン撮影成果活用研修 オ ソ 像 作成等 を 和 

月 実施 予定 第 回目 研修参加者 原則 し 第 回目  

参加願い  

室内研修 ノ パソコンを使用し 参加者 事前 別紙 飛行計

立案ソ 事前 ウン ウン 及びインス をし ノ

パソコン 延長コ を 持参く い  

現地研修 次世 Ｇ ＳＳ受信機を使用し 参加者 可能 方 Ｓ

Android 携帯電話 しく ッ を 持参く い  

現地研修 際 飛行物 あ メッ を必 着用し く い  

少雨等 場合 現地研修を行い 雨具 長靴 準備を 願いし  

荒天等 場合 現地研修を中 可能性 あ  

家畜へ 感染症等 対策 し 現地研修会場へ移動 前 長靴 消毒をい

し 南部地区  

 

※ 今回 研修 和 度 ン等活用 進研修会 ス ッ アッ 研修

希望 方へ 昨 度研修会資料を送付い し  

 

 

講師 

国土防災技術 株  


